
 

■
「
尾
崎
神
社
」
の
絵
馬 

 

◎
絵
柄
―
『
釣
鐘
弁
慶
』 

 

三
井
寺
と
延
暦
寺
の
対
立
抗
争
が
あ
っ
た
時
、
比
叡
山
の
僧
兵
で
あ

っ
た
弁
慶
は
、
三
井
寺
を
焼
き
討
ち
に
し
た
際
に
鐘
を
奪
い
、
比
叡
山

ま
で
引
き
摺
っ
て
行
っ
た
。
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
た
と
こ
ろ
、
「
イ
ノ
ー

（
帰
り
た
い
）
、
イ
ノ
ー
」
と
鳴
っ
た
の
で
、
谷
底
へ
投
げ
捨
て
た
。

と
い
う
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
絵
柄
で
あ
る
。
弁
慶
が
釣
鐘
を

背
負
っ
た
こ
の
絵
柄
は
、
昔
か
ら
有
名
で
人
気
が
あ
る
。
大
津
絵
に
も

描
か
れ
、
お
祭
り
の
山
車
の
大
人
形
と
し
て
作
ら
れ
た
り
、
飾
り
人
形

と
し
て
販
売
も
さ
れ
て
い
る
。
三
井
寺
で
は
今
で
も
、
そ
の
時
の
傷
の

つ
い
た
鐘
が
、「
弁
慶
の
引
摺
り
鐘
」
と
称
さ
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

※
「
三
井
寺
」
と
い
う
の
は
通
称
で
あ
る
。
正
式
名
は
滋
賀
県
大
津
市
の
天
台

寺
門
宗
総
本
山
「
園
城
寺
」
で
あ
る
。 

 
 

 
 

【
渡
辺
雲
僲

わ
た
な
べ
う
ん
せ
ん

】 

（
そ
の
四
） 

■
「
尾
崎
神
社
」
の
絵
馬
と
「
住
吉
社
」
の
風
景
画 

■
昭
和
産
業
博
覧
会
へ
の
出
展 

■
掛
け
軸
供
覧 

山 

﨑 

達 

夫 

 

大正５年奉納時の絵馬 



◎
劣
化
へ
の
対
応 

神
社
の
拝
殿
に
は
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
一
般
的

に
は
板
に
描
か
れ
た
絵
の
額
で
あ
り
、
掲
げ
ら
れ
た
当
初
は
鮮
明
で
立

派
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
外
気
や
日
光
に
晒
さ
れ
、

劣
化
が
進
む
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
寺
院
の
秘
仏
や
博
物
館
の
作
品

の
よ
う
な
管
理
を
す
れ
ば
、
劣
化
は
あ
る
程
度
防
げ
る
が
、
衆
目
を
集

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
神
社
の
よ
う
な
地
域
に
密
着
し
た

信
仰
の
場
で
、
信
者
や
氏
子
が
奉
納
し
た
絵
馬
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な

管
理
方
法
は
と
れ
な
い
し
、
ま
た
、
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
ど

の
様
に
す
れ
ば
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
を
後
世
に
伝
え
残
せ
る
の
か
。
作

者
自
身
が
補
修
し
て
描
き
直
す
の
が
最
良
で
あ
る
が
、
作
者
自
身
が
存

命
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
絵
馬
の
色
が
褪
せ
、
額
と
共
に
朽
ち

果
て
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
塗
り
直
し
て
補
修
し
、

後
世
に
伝
え
残
す
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
配
色
や
色
調

な
ど
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
本
来
の
美
し
さ
を
復
元
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
時
代
の
経
過
と
と
も
に
劣
化
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い

以
上
、
塗
り
直
し
て
補
修
す
る
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
構
図
は
制
作
当
時
の
ま
ま
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を

も
っ
て
良
し
と
し
た
い
。 

  

■
「
住
吉
社
」
の
風
景
画 

 

「
渡
辺
雲
僲
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
楠
会
長

か
ら
一
枚
の
資
料
の
提
示
を
う
け
た
。
そ
れ
は
、
『
昭
和
旅
行
遊
覧
案

内
・
矢
野
案
内
号
』
（
昭
和
七
年
発
行
）
と
い
う
冊
子
で
あ
っ
た
。
こ

の
冊
子
は
毎
月
一
回
発
行
で
、
矢
野
町
の
特
集
号
で
あ
っ
た
。
そ
の
な

平成２４年の絵馬 



か
で
史
蹟
名
勝
と
し
て
、
發
喜
城
・
茶
臼
山
・
尾
崎
神
社
・
長
慶
寺
・

眞
光
寺
・
鷹
宮
・
住
吉
・
・
・
な
ど
多
く
の
見
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

渡
さ
れ
た
資
料
は
、
そ
の
な
か
の
住
吉
の
解
説
の
部
分
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
添
え
ら
れ
た
図
に
、「
住
吉
社
（
嘯
月
庵
雲
僲
画
）
」
と
記
載
さ
れ

て
い
た
の
だ
。
絵
が
現
存
し
て
い
れ
ば
大
発
見
で
あ
る
が
、
い
ま
の
と

こ
ろ
所
在
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

「
住
吉
社
」
は
昭
和
４
年
に
拝
殿
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
渡

辺
雲
僲
」
が
こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。「
渡
辺
雲
僲
」 

は
尾
崎
神
社
の
絵
馬
も
描
い
て
い
る
の
で
、
「
住
吉
社
」
の
絵
馬
も
同

様
に
描
き
、
そ
れ
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
、
勝

手
に
想
像
し
て
い
る
。 

現
在
の
「
住
吉
社
」
の
拝
殿
の
内
側
に
は
、
「
住
吉
社
」
と
住
吉
浜

の
松
を
描
い
た
絵
馬
が
、
平
成
９
年
に
奉
納
さ
れ
て
い
る 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

現在の「住吉社」と 

拝殿内の絵馬 

『矢野案内号』の記事 



■
昭
和
産
業
博
覧
会
へ
の
出
展 

 

◎
出
品
申
請
時
の
「
渡
辺
雲
僲
」
の
住
所
に
つ
い
て 

 

大
正
１
３
年
に
大
分
県
中
津
市
か
ら
矢
野
町
に
帰
郷
し
、
広
島
市
東

段
原
町
に
住
ま
れ
た
よ
う
だ
。
昭
和
産
業
博
覧
会
出
品
申
請
時
の
住
所

は
、
《
広
島
市
東
段
原
町
七
百
六
十
三
番
地
》
と
書
か
れ
て
い
た
。
私

の
調
べ
た
範
囲
で
は
、
東
段
原
町
と
い
う
町
名
は
、
昭
和
４
年
以
降
に

発
行
さ
れ
た
地
図
を
見
て
も
記
載
が
な
く
、
こ
の
町
名
の
存
在
は
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
大
正
１
０
年
８
月
９
日
の
大
阪
朝
日

新
聞
の
記
事
の
な
か
で
、
広
島
市
皆
実
町
の
陸
軍
兵
器
支
廠
第
五
号
火

薬
庫
の
爆
発
事
故
を
記
載
し
た
部
分
に
、
東
段
原
町
と
い
う
町
名
が
記

載
さ
れ
て
い
た
。
私
の
知
る
限
り
、
町
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の

は
こ
の
記
事
の
み
で
あ
る
。 

住
所
地
を
確
定
し
よ
う
と
の
思
い
で
色
々
と
調
べ
る
な
か
で
、
昭
和

１
４
年
発
行
で
番
地
入
り
の
広
島
市
地
図
を
調
べ
た
。
こ
の
地
図
に
東

段
原
町
と
い
う
記
載
は
な
か
っ
た
が
、
比
治
山
の
東
側
の
段
原
地
区
に

７
６
３
と
記
さ
れ
た
地
点
を
見
つ
け
た
。
こ
の
段
原
地
区
周
辺
に
は
他

に
７
６
３
と
記
さ
れ
た
場
所
は
な
く
、
こ
の
地
点
で
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
昭
和
初
期
に
は
宇
品
線
の
駅
と
し
て
、
段
原
の
入
口
付
近
に
、

「
東
段
原
」
と
い
う
駅
が
存
在
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
町
名
を

表
示
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
人
口
も
ま
だ

多
く
な
く
、
番
地
は
確
定
し
て
い
た
が
、
町
名
は
変
化
し
て
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
住
所
の
地
は
、
現
在
の
比
治
山
ト
ン
ネ
ル
東
側
出
入
り
口

付
近
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

 
 
 

 

東段原町７６３番地？ 



 

◎
昭
和
産
業
博
覧
会
に
お
け
る 

昭
和
美
術
展
覧
会
へ
出
品
申
請 

 
 

昭
和
４
年
に
広
島
市
が
主
催
し
た
昭
和
産
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。
西
練
兵
場
を
第
一
会
場
と
す
る
市
内
３
つ
の
会
場
で
、
日
本
国
中

の
各
種
産
業
の

紹
介
と
と
も
に
、

子
供
遊
園
地
な

ど
色
々
な
催
し

が
行
わ
れ
た
。

５
５
日
間
の
開

催
で
約
１
７
４

万
人
が
入
場
し

て
い
る
。
こ
の

昭
和
産
業
博

覧
会
の
付
帯

事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
昭

和
美
術
展
覧

会
が
開
催
さ

れ
、
そ
こ
に

出
品
し
た
。 

◎
展
覧
会
場
―
「
広
島
県
立
商
品
陳
列
所
」 

 広
島
県
美
術
協
会
は
昭
和
４
年
４
月
２
５
日
～
５
月
１
５
日
に
至

る
２
１
日
間
、
昭
和
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
会
場
で
あ
る
「
広
島

県
立
商
品
陳
列
所
」
と
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
「
原
爆
ド
ー
ム
」
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
は
当
時
か
ら
盛
ん
に
、
美
術
展
な
ど
に
も
使
用
さ
れ

て
い
た
。 

 
 
 
 

 

◎
「
渡
辺
雲
僲
」
の
展
示
作
品 

『
金
鱗
玉
藻
』 

 
 

 

※
「
渡
辺
雲
僲
」
の
展
示
作
品
『
金
鱗
玉
藻
』
は
、
昭
和
５
８
年
に 

広
島
県
立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。 

 

申請書類 



◎
昭
和
美
術
展
覧
会
出
品
物 

 

・
日
本
画
―
８
８
点 

（
内
特
別
出
品
２
５
点
） 

 

・
西
洋
画
―
１
７
６
点
（
内
特
別
出
品
１
３
１
点
） 

 

・
工
芸
品
―
６
７
点 

 

・
彫
刻
―
３
０
点
（
全
部
特
別
出
品
） 

合
計
３
６
１
点
で
あ
り
、
特
別
出
品
に
は
当
時
の
諸
大
家
の
力
作
が

網
羅
さ
れ
、
１
６
０
２
１
名
の
見
学
者
が
あ
っ
た
。
日
本
画
特
別
出
品

の
画
家
に
は
、
上
村
松
園
、
土
田
麥
僊
、
小
野
竹
喬
、
上
村
松
篁
、
池

田
遥
邨
、
金
島
桂
華
、
ら
２
５
名
が
い
た
。
「
渡
辺
雲
僲
」
の
展
示
作

品
『
金
鱗
玉
藻
』
は
、
現
在
広
島
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
の
日
か
郷
土
出
身
画
家
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
展
示
さ
れ
る
機

会
に
め
ぐ
ま
れ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
観
て
み
た
い
。 

 
 
 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
本
誌
に
掲
載
の
場
と
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
楠
精
洲
会
長
に
感
謝
し
ま
す 

○
参
考
資
料 

・
多
く
の
資
料
提
供
を
「
渡
辺
雲
僲
」
氏
の
ご
親
族
か
ら
受
け
た 

 
 
 
 
 
 

・『
昭
和
旅
行
遊
覧
案
内
・
矢
野
案
内
号
』（
昭
和
７
年
発
行
） 

 
 

 
 

 
 

・
『
大
日
本
職
業
別
明
細
図
・
大
廣
島
市
』
（
昭
和
１
４
年
発
行
）

復
刻
版
（
あ
き
書
房
） 

 
 
 
 
 
 

・『
広
島
市
主
催
昭
和
産
業
博
覧
会
誌
』 

○
筆
者
紹
介 

・
祖
父
、
父
と
も
に
昭
和
三
二
年
ま
で
矢
野
町
砂
原
で
開
業 

 
 
 
 
 
 

・
昭
和
二
五
年
矢
野
町
砂
原
で
出
生 

菊
水
幼
稚
園
第
一
回
卒
園 

 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

寄贈感謝状 



■
作
品
供
覧 

           

          

≪念佛橋≫ 

耶馬溪第 48番念仏橋の景 

 

≪七福岩の雪影≫ 

耶馬溪第 16番七仙岩の景 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

≪孔 雀≫ 

 

 

≪神 農≫ 

医薬と農業を司る伝説上の神。

体は人で頭は牛、体を木の葉でお

おう。史記では三皇の一人とされ

炎帝とも称される。 

農業を教え、百草を舐めて医薬を

作った。                         


